地方 図書館の 数 は 六 千 五 百 を 数えられ ている」 

外の 往来 を トラックが 通る ひどい 音が し、 ブル ルル 

新聞社の 建物 全体が 震動した。 一人が 思い出し たよう 

うがい 

に 立って、 室の 隅の 水道栓の ところで 含漱を 始めた。 

社長 は 次の 室へ 去った。 —— - 

階 子 口のと ころへ、 給仕 娘の 顔が 出た。 

「ジ エルテル スキ— さん、 御 面会です よ」 

「だれです？」 

「御 婦人 の 方が お 二人で 下に 待って いらっしゃ いま 

す」 

ジ エルテル スキ— は 長い 椅子から たちながら、 金髪 



「ああ、 レオニ— ド. グレゴ リウ イッチ！ お 目に か 

かれて 何て 仕 合せ だつ たんでしょう。 さ、 どうか 早く 

下りて 来て 私共の 相談 相手に なって 下さい」 

交際で、 ジ エルテル スキ— はもう ブ— キン 夫人 を 取 

扱う こつ を 心得て いた。 彼 は、 内気そう な、 同時に 頑 

固そう なと ころも ある 微笑 を 浮べながら、 先ず 黙って 

さし 出された 対 手の 手 を 握った。 

「いかがです」 

かたわら 

次に 彼 は、 傍に 立って いる、 太った マリ— ナ • ィ 

ヮ ー ノヴナ に 挨拶した。 いつも 傲然と 胸 を つき出し、 

ジ ェ ルテル スキ ー を 子供扱いに している マリ ー ナ • ィ 



ヮ ー ノヴナ が、 今日は どうした ことか、 彼の 挨拶に、 

うなずいて 答える の だけが やっとら しい 有様であった。 

それ を、 ブ— キン 夫人が 尤 も だ、 尤も だとい うように、 

吐 息をついて 眺めた。 

「ねえ、 レオニ ード • グレゴ リウ イッチ、 マリ— ナ- 

イ ヮ— ノヴナ が 何ともお 気の毒な ことにな りまして ね、 

私、 御 相談 を 受けて 友達甲斐に お見捨て する こと 出来 

なくなつ たんです よ、 マリ— ナ • イワ— ノ ヴナ、 よく 

レオニ ー ド • グレゴ リウ イッチに 事情 をお 話しなさい 

ませよ、 若い 人の 心 は 寛大 だから、 きっと 貴女の 御満 

足の 行く ように 計ら つ てお 貰いに なれます よ」 



を 知らなかった。 

彼女 は 名刺に マダム .ブ —キンと 刷らせた。 ジ エル 

テル スキ— が、 上海で 始めて 彼女に 紹介され た 時、 彼 

女 は、 何 か 特種な 称号で も 云うよう に、 

「ええ、 私 マダム • ブ —キンと 申します の、 どうぞよ 

ろしく」 

と 紅 を さした 頰で 微笑った。 髪の 黒い、 黒い 眼の キラ 

キラした 痩せぎ すの 彼女に とって、 マダム \ブー キン 

というの は 頰に紅 を さすのと 同じに、 一 つの 趣味に 過 

ぎない のだろう。 ジ エルテル スキ ー は、 蒲 田で この 夫 

人の 若い 愛人に なった ことがあった。 —— 撮 映された 



彼が 赧く なると、 マダム • ブ— キン も 一 寸 上気し な 

がら、 大仰に 吐 息をついた。 

「私、 出来る ことなら 切 角 来て 下す つたんで す もの、 

家へ 幾日で もいて いただき たいと 思います わ。 どんな 

に また 仕 合せに おなりになる まで、 傍に いて 慰めて お 

上げしたい でしよう。 でも …… 」 

マダム . ブ ー キン は 若い 娘の ような 身振りで 膝の 上 

に 擦れた 手提 袋の 紐 を 引っぱ つ た。 

「ああ、 みんな 元の ようで はな いんです ものね、 それ 

に 私のと ころに は 小さい もの もい ますし 」 

ジ エルテル スキ— は、 これまで 下手にば かり 自分の 



身 を 置いて つき 合って 来た 一 一人の 年長の 女た ちの 間に 

きわ 

挾まれ、 進退 谷 まった。 彼 は、 二人の どちらに も、 世 

話と 云えば 世話になった ことがある のであった。 マダ 

ム • ブー キン は 彼女の 映画会社へ、 餓死し そうにな つ 

ていた 彼 を 紹介して 呉れた。 マリ— ナ. イワ— ノヴナ 

は 夫婦と も 裁縫師で、 ジ エルテル スキ— は 妻の ための 

内職 を、 マリ ーナ • イワ— ノヴナ のと ころから 貰って 

来て いた。 今 もい る。 —— 恐らく 彼が、 片手で ルパシ 

力の 胸 を 抱え、 右手で 頻りに 金髪 を 撫でつつ、 決心し 

かねてい る 今の 瞬間、 若い ダ— シェン 力 は、 手 ミシン 

を 廻しながら、 子供服の 袖で もっけて いるであろう。 



マリ ー ナ . イワ— ノヴナ は、 殆ど 一 口 も 物 を 云わな 

いで かけて いた。 物 を 云ったら 太った 体 じゅうの 悲し 

みと 絶望が 爆発す るの を 恐れて 唇 を 結んで いるよう で 

あった。 ただ、 目 を はなさず ジ エルテル スキ— の 顔 を 

見守った。 何とつ よく 見る こと だ。 充血した 二つの 目 

と 蒼 黄色く 荒れた 二つの 頰 とで、 彼女 は 答 を 待って い 

る。 マダム. ブ ー キン もす ベて 云う だけの 事 は 

云って しまった。 そして、 彼の 口許 を 見た。 —— ジェ 

ルテル スキ— は、 そのよう に 押 しづよ い 女の 四つの 目 

で 見つめられる 自分の 口許に 髭の 無い ことが、 変に 気 

になった 程、 沈黙 は 脅威 的であった。 彼 は 遂に、 



と かく 

「では 兎も角 私の 家へ お 伴し ましょう」 

と 云った。 

「ダ ー リャ . パヴロ ヴナに 一 度 都合 をき いて 見ません 

とどう も —— 若し 彼女に さしつかえないよ うだ つ たら、 

勿論 私共 は悦ん でお 宿 致します」 

ながしめ 

マダム • ブ ー キン はちら りと 素早い 流眄を マリ— ナ 

に 与えた。 が、 気落ちし ている マリ— ナ. イワ— ノヴ 

ナは それ を 捕えず、 ただ ジ エルテル スキ— が 家へ 行 こ 

うと 云った の を だけ 理解した ように、 重々 しく 椅子 か 

ら 立ち上った。 



二 

数 力 月のう ちに 母親に なろうと する 体の ダ ー リャ - 

パヴ ロヴナ は、 狭い部屋の 中を悠 くり 隅から 隅へ 歩い 

ていた。 レオニ— ド • グレゴ リウ イッチが 電車賃 を 節 

約す るた めに 勤め先と 同じ 区内に この 貸間 を 見つけた 

のであった。 主人 は 請負師で あつたが、 この 男 は 家に 

いない。 妻ら しい 女 も 見えなかった。 階下に は 六 畳、 

三 畳、 台所と ある、 日光の よく ささない ところに 六十 

余の 婆と 六つば かりの 女の 児が 生活して いた。 

往来に 面した 窓の 外 を、 ここで も 今日は 砂塵が、 硝 



ある 三寸ば かりの キリストの 肖像。 —— それ 等 は、 悠 

くリ、 隅から 隅へ 歩いて いる ダ ー リャの やや 田舎風な 

にくげない 全体と よく 調和して いた。 レオニ— ド-グ 

レゴ リウ イッチ は ひどく 背が高い。 ダ— リャも 一 一寸 位 

しか 低くなかった。 そして 同じように、 余り 艷 のない 

金髪で ある。 

—— 二十 度 近く も 室内 散歩 を 繰 返え すと、 ダ ー リャ 

は、 窓の 前の 卓子へ 戻った。 その 辺の 畳へ、 細かい 羅 

紗の 裁ち屑が 沢山 散らばつ ていた。 彼女 はさつ きまで 

子供 外套の 裁断 をして いたの だ。 産科医の 注意で、 彼 

女 は 一日のう ちに 幾度 かそう やって、 かけて いれば 



いるよう に 動く。 ダ— リャ \ハヴ ロヴナ は、 ぼんやり 

した 一種の 物思いに 捕われた。 それ は 悲しみで はない 

し、 苦しみとまで 鋭い もので もない。 何 か 広い、 果し 

ない、 目的の 定まらな いものの 中に 混り こみ、 生きて 

いる 自分 達 —— そんな 感じ だ。 いろいろな 場所で 種々 

な 習慣 言葉 を 持つ 民衆の 中に 生活して 来た ダ— リャ は、 

東京で、 不便な 言葉で、 その上 きりつめて 暮 さな けれ 

ばなら ない ことに 驚き はしなかった。 レオニ— ド-グ 

レゴ リウ イッチが 彼女の 夫で あると 同じ それ は 不変の 

事実 だ。 ああ、 リヨ ー ニヤ！ ダ ー リャ. パヴ ロヴナ 

の 素朴な 顔 は その 名に 燃える。 彼と、 今 自分の 体の 中 



ま つ て 来る 壁の 匂い を かぐ 懐かしい 冬の 夜に めぐり 合 

うこと も 無いで あろう。 それでも、 生活 は 続いて いる。 

自分 達の 死んだ 後、 けれども、 国籍 を も 持たぬ 子孫 は、 

どこで、 どうやって 生きる であろう か。 彼等の 生活 も、 

自分 達 二親の 生活が そうで あるよう に、 苔の ように 根 

のつ いたと ころで、 根 を 切られぬ 限り、 その 日 その 日 

つづいて いくのであろう。 然し、 自分 達の 墓の ある 土 

地で 彼等が 生き つづける —— どうして そんな， J とが 夢 

見られよう！ ダ ー リャ • パヴ ロヴナ 自身に さえ、 彼 

女の 一 生 は 地球儀の どの 色で 塗られて いる 場所で 終る 

のか、 予想 もっかない ではない か。 地球の 面の 広さ、 



次いで、 マリ ー ナ. イワ ー ノ ヴナ、 最後に ジ エル テ 

ルス キ ー の 長い 脚が、 左右、 左右、 階段の 上に 隠れる 

の を 見届ける と、 下の 小さい 娘 は 自分 達の 部屋へ かけ 

込み、 息を殺して、 

「お 婆ち やん、 三人、 異人さん」 

と 報告した。 

三 

長火鉢 を はさんで 蔥 の 志 律と 話し込み、 せき は 孫の 

報告 をき きつけなかった。 



の 祖母に、 遊び仲間 もな く 育てられ ている うちに、 う 

め は、 六つで、 もう 年寄りに なり かけて いるので あつ 

た。 志津 は、 甘えて 横座りし ている うめを 愛情と 焦 立 

たし さの 混った 眼で 眺めながら、 

「うめち やん、 何て 名？ お 二階の 異人さん」 

と ヽ ，， こ。 

IC 一一 11 口 レ J / 

「ジ ェ リ さん」 

「 —— 本当？ お菓子み たいな 名なん だね え」 

「違 うんだ よ、 ジ ェ ル 何とか 云 うんだ そうだけ えど、 

あんな 長い 名 覚えられる もん じゃあない、 名なん ぞ呼 

ぶ 用が あり やしないよ」 



志津 は、 

「ほ— ら、 そろそろおば あさんの 第一が 始まった」 と 

笑った。 

「本当 だよ、 噓 だと 思ったら 見て 御覧、 我々 なら 大抵 

まあ その 人の 眼つ きを 見り や、 腹で 何 思って るか 位、 

お， f 

凡その見当 はっく じ やない か。 二階の 異人さん、 こな 

いだ も 私、 どんな 気で いるの かさぐ つて やれと 思 つ て、 

台所へ 水汲みに 来た 時、 世間話して やった のさ。 喋り 

ながら 一 生 懸命 眼 を 見て や るんだ が —— 困った ね あの 

ときば かりや、 お前た だ 変て こりん に 碧い ばっかりで 

さ —— 本当に —— 余り 碧 いんで おしまい にや 気味が 悪 



くな つて 引下つ ちゃった」 

くしゃみ 

「ふ ふ ふ ふ、 おかしなお ばあさん、 二階で 嚏 してる 

わよ、 今頃」 

凝つ と 二人の 話 をき いていた うめが、 その 時、 いか 

にも ませた 調子で、 

「ちょっと！ 来ます よ」 

と 警告した。 成程、 誰かが 階 子 を 一 段ず つ 念入りに 降 

あしおと 

りて 来る 跫音 がする。 志津 は、 一 寸 肩をすくめ るよう 

にして 舌 を 出す 真似 をした。 

r 、ヽ、 ヽ I 
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婆さん も 釣 込まれて 薄笑いしながら、 新しい 煙草 を 



「 —— …… いい 塩梅に 風が 落ちた …… 」 襟卷 をき ゆつ 

と 引きつけ 志津は 街燈の つ いた 往来へ 出て 行った。 

四 

明るい 冬の 日光が 窓から さし 込んで 室内に 流れた。 

土曜日 だ。 もう 往来で 遊んで いる 子供の 声が、 彼等の 

二階まで 聞え た。 ダ— リャ. パヴロ ヴナは ゆったり 長 

い 膝の 上に 布 をた ぐめ て、 縁と リを している。 向い側 

に、 髪 を もしゃもしゃ にした ままの マリ ー ナ. イワ ー 

ノヴナ が 茶色の スゥヱ タァに 包まれ、 頰杖 をつ いて 



ダ— リャの 指先の 動き を 眺めて いた。 彼女の 前に、 白 

と 桃色の 毛糸で 編み かけの 嬰児 帽が 放り出して ある。 

彼女が この 二階に 来てから 五日 経った。 ダ— リャ も、 

マリ ー ナも、 その 五日 を 実に はっきり 数えて 過して 来 

たの だ。 —— 

「ァ— ニヤ、 何 ぐずぐずして いるんだろう」 

マリ— ナが、 その 日 何度 目 かにぶ つぶつ 云い 出した- 

「あの 娘に は、 どんなに 教えた つて 物 を 手 取 早くす る 

という ことが 解ら な いんだから —— ェ— ゴルの 姪に 違 

いない わ」 

ダ— リャは 落 付いた 調子で 答えた。 



切れ切れに 云う 声が 聞え る。 突然 彼女 は 大声で 笑い 

出した。 

「ハ ハハハ 何てお かし いんだろう！ ダ ー シェン 力！ 

まあ 一 寸来 てこの 様子 を 御覧」 

その 叫びで、 十三の 痩せて 雀斑 だらけの ァ— ニヤ は、 

お さ J 

生え際まで 赧く なった。 彼女 は 憤った ように 垂髪 を 背 

中の 方へ 振り さばいて、 叔母 を 睨んだ。 彼女 は、 リボ 

サ テ ン きれはし 

ンの かわりに 叔母の 裁ち屑 箱から 細い 紫襦 子の 布 端 を 

見つけ 出した。 彼女 は それ を 帽子 を 買って 貰えない 栗 

色の 垂髪の 先に 蝶々 に 結び、 道々 も 掌の 上で 弾ませな 

がら 歩いて きたので あった。 



「きっと 今に ェ— ゴル . マ クシ モヴ イッチ はお 返しな 

さいます よ、 ただ 約束の 日に かえせなかった という だ 

けです よ」 

「 ェ— ゴル • マ クシ モヴ イッチ は、 どうして ああ 

慾 張りなん でしよう ねえ、 私が 殺す と 思って こわがる 

なんて —— ダ ー シェン 力、 あのひと は、 ァ ー ニヤに 飲 

ませて からでな けり や 珈琲 も 飲まな いんです よ」 

それ は、 ェ ー ゴル • マ クシ モヴ イッチの 家庭 を 知つ 

ている 者の 間に 評判の 事実であった。 



い •：：• 私共 はね、 ダ ー リャ. パヴロ ヴナ、 二十 二 年 一 

緒に 暮 して 来たんで すよ …… 」 

しんみりした マリ— ナの話 をき いて いるう ちに、 

ダ ー リャ はこれ まで 知らなかった 深い 悲しみが マリ— 

ナの 心に あるの を 知った。 彼女 はそうと も 知らず 他の 

友達と 茶 をのみながら、 

「さ、 ァ ー ニヤ、 お前の みなさい」 

「はい、 叔父さん」 

ェ— ゴル • マ クシ モヴ イッチと 哀れな 姪の 真似 をし 

ひそ 

て 大笑いした 自分 達 を 私 かに 恥じた。 ダ— リャ は、 真 

心から 動かされて、 対 手の 手 を 執った。 



二 体 どうしたん です？ ルイコフ 君 迎えに も 来ない 

ん です 力？」 

「 …… マリ— ナ . イワ ー ノヴナ が 考えて いる 程に 重大 

に 思って いないん でしよう。 大方」 

「へえ —— 何で そんなに 衝突し たんです？ ルイコフ 

君、 浮気で も 始めた かな ハハ ハハ」 

ジ エルテル スキ— は、 聞き手が もうす つかり 知り抜 

いている に違いないのに、 改めて、 極めて 自然に 質問 

する ので、 礼儀 上からで も それに 答えなければ ならな 

い 不愉快 を 忍びつつ、 大略 を 話した。 猫背に 見える 程 

ベ ルトを 高い ところで 締めた アメリカ 型の 外套 を 着た 



「 い つまで 置 くんです？」 

「さあ 今に 帰る でしよう」 

「どうも、 何 だな、 そういう 点が 日本の 女と 外国の 女 

との 偉い 違いだ な、 君、 日本の 女 だったら 自分の 夫に 

立て替えた 金が 返らない つ て、 友達の 家へ ころげこむ 

者 は 無いです よ、 それに、 置いて やる もの もま あ 無い 

ね、 私 だったら、 どやし つけて 帰して やる。 ハツ ハツ 

ハツ ハ、 君 は、 義侠心が 豊富 だとで も 云う のかな ハハ 

、 、 I 

ノノ」 

「 —— 私 は 頼まれる と 断れない 気質です —— 弱い —— 

気が小さいです」 



「うるさ い - と！」 

マリ ー ナ • イワ ー ノヴナ が、 大仰に 顔 を 顰め、 両手 

を ひろげた。 

「もう 私が こちらに いる ことで も 嗅ぎつ けたんで す 

よ」 

六 

三人 は 茶 を 飲み 始めた。 

「リヨ— 二 ャ、 明日お 休み？」 

「ああ」 



彼 は 絶えずけ ちな 情事ば かリ 追い 廻して いると 云う 

ので、 皆の 物笑いに なって いる 独り者の 男であった。 

羅紗 を 売る の を 口実に して、 よその 細君のと ころへ 入 

り 込む こと も 有名 だ。 マリ ーナ • イワ ー ノヴナ は、 彼 

が どんな 女に でも 惚れる の を 馬鹿にしながら、 憎んで 

いないの は 明らかであった。 彼女の 浮々 した 毒舌に 

黙って 微笑しつつ、 ダ ー リャ は、 新しく 来た 客の ため 

に 茶 を 注ぎ、 寝台の 上へ 引 込んだ。 彼女 は、 自分の 前 

ひざまず 

で 跪 いたり 上靴へ 接吻した りした 男に、 部屋着 姿 を 

見られる の を 工合 わるく 感じた の だ。 

「ねえ、 ステ パン. ステ パノヴ イッチ、 この頃、 どな 



たか、 私共の 仲間の 奥さんに お会いでした か」 

「一昨日、 マダム • ブ —キンに お 目に かかりました I 

I い つも 美しい 方 だ —— 実に 若 やかな 夫人です」 

マリ— ナは 肱で、 ダ ー リャの 横腹 を 突いた。 

「あの方 は 一 遍、 活動写真に 映されてから、 御 自分の 

美し さに 急に 気がつき なすつ たんです よ」 

一 つの 角砂糖 を嚙ん でステ パン . ステ パノヴ イッチ 

は 三 杯の 茶 を 干した。 

「ああ 結構でした」 

彼 は、 ジ エルテル スキ ー に 向って 頭 を 下げながら 何 

か 小さい 声で 云った。 すると ジ エルテル スキ— は、 例 



の 手つきで 髪 を かき 上げ、 間の 悪い 曖昧な 笑い を 浮べ 

て ちらりと 妻の 方 を 見た。 マリ— ナが 忽ち それ を 捕え 

た。 

「え？ 何です つて？ ステ パン. ステ パノヴ イッチ、 

ま ず 

古い キヤ ベジが いるから お茶が 不味 かったんで すつ 

て？」 

「まるで 反対です、 美しい 夫人が たと この 幸福な 御 家 

庭に 祝福 あれと 云った のです。 然し、 神 はこの 頃の 流 

行で ないから 小さい 声で 云わなければ なりません」 

ステ パン . ステ パノヴ イッチ は 暫く もず もずして い 

たが、 鱸て ジ エルテル スキ ー を 引っぱって 台所へ 入つ 



て 行った。 

「1? だろう、 え？ 1? だろう」 

立って 視 きそうに する マリ— ナを、 ダ ー リャは 苦々 

しげに 止めた。 

「あとで、 リヨ— ニヤが 話して くれます よ」 

障子の 彼方 側の 板の間で、 石油 罐に足 をぶ つけなが 

ら、 ひどく 恐縮して ステ パンが 上衣の 内衣囊 から 一 通 

の 手紙 を 大事そう にと り 出した。 彼 は、 ジ エルテル ス 

さ さ や 

キ ー の 耳に 口をつけて 囁 いた。 

「 —— 実に 恐縮です、 実に 厚かましい 願いです が、 今 

朝 この 手紙 を 受けと つ たま ま 悲しい ことに 読めません _ 



ヮタシ ノコ コロ モシ ラナ イデ。 アナ タ、 ホン トニア 

タシガ 力 ワイ イナ ラ、 コノ テガ ミツ キシ ダイ、 ョル 

ノ七時 マ デニ、 イツ モノ トコ 口へ キテ チョウ ダイ、 

キット、 キット ョ、 デヮ サ ョナラ 

ぺ テロ フサ マ シブャ にて 

アナ タノ トヨ子る」 

それ は、 いかにも 滅多に 手紙な ど 書く 必要の ない 女 

の 字であった。 それ も 長い ことかかつ てひどい 万年筆 

で 書いた と 見え、 桃色の、 やはり 四つ 葉の クロ ー ヴァ 

の つ いた 書簡箋が、 ところどころ 皺に な つ て さえい る _ 



ジ エルテル スキ ー の 読む 間、 心配 を 面に 表わして 待つ 

ていた ステ パン は、 歉々 一 字 一 字 意味 を 説明され ると、 

見る も 気の毒な ほど 感動した。 最後の る 〔# 「※し に 傍 

点〕 まで 指して 貰う と (尤も このより だけ はジ エル テ 

ルス キ ー の 日本語の 知識で も 判読 出来ず、 トヨ子の 自 

署の 一種 だろうと 説明した の だが) ステ パン は、 幾度 

も 幾度 も その 手紙に 唇 を 押しつけ、 再び 自分の 内衣囊 

にし まった。 そして、 やはり 囁き 声で、 ジ エルテル ス 

キ ー の 耳の 中へ 云った。 

「レオニ— ド • グレゴ リウ イッチ、 どうぞ この こと だ 

け は 誰に も 云わないで 下さい。 —— 実に 馬鹿 気た こと 



灰色の 遠い 空の 下まで。 

I 灰色の 遠い 空の 下まで …… 

ボロン、 ボロン、 ギタ ー の 音の 裡 から、 身震いす る 

ように 悲しげ な マンドリンの 旋律が、 安 葡萄酒と 石油 

スト ゥブの 匂いと で 暖められた 狭い 室内 を 流れた。 

私 はきのう 窓から 見た 

一 人の 旅人が、 黒く 行く 姿 を 

足跡が 深く 雪に 遺る の を …… 

あんか 

階下の 六 畳で は、 行火に 当りながら せきが その 音楽 

を 聴いて いた。 うめ はもう 寝て いる。 厠へ 通う 人に 視 



「え？」 

「あの 様子 じ やい ずれ 近々 お 目出度でしょう ねえ。 I 

I でも 西洋人の 赤坊、 キュ— ピ— さんみた いで 可愛い 

そうだから、 おばさん 却つ てお 慰み かもしれ ません よ」 

せき は、 自分の 迂闊 さに 呆れて、 そこそこに 湯 をき 

リ 上げて 来た。 間 借人に 対して はいつ も あれ 程 要 心 深 

い 自分が どうして それに 目 をつ けなかった だろう。 日 

本 服 さえ 着て いたら、 どんなに 隠した つて 見破って や 

れ たのに！ せき は、 異人の 女の あの 大きな 白い 体と、 

異人 臭 さ、 手 を 洗わない 事 等 を 思う と、 お産が、 人間 

並みのお 産で 済まな そうに 厭わしかった。 しかも、 自 
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